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序

本調査は,中央高速自動車道富士吉田線四車線化工事に伴 うもの

で,先に報告書を作製した堀之内原遺跡,中谷遺跡,官脇遺跡に続

く山梨原遺跡の発掘調査であります。

本調査は,昭和54年12月 1日 より昭和55年 3月 15日 迄の調査期間

で,調査面積は 3,000平 方メー トルでした。

調査の実績としては,縄文時代前期・同時代中期の住居址,同時

代前期の上拡,な らびに,歴史時代の土拡 。溝状遺構が検出されま

した。

特に本調査は冬期中の作業で,農閑期を利用した農家主婦の作業

員が多 く,日 頃の作業と違ったU‖れぬ作業に,更に,寒 さにと,調

査指導員も気 くば りに大変骨の折れた作業であ りました。

しかし,発掘された出土遺物の水洗い等は暖を囲み談笑しながら

の整理作業で,一味違った田舎のいろり談義の一幕で もあ りま し

た。

終 りに,本調査のご指導をしていただいた各位,な らびに,日 本

大学考古学研究会・都留文科大学考古学研究会の学生諸氏に,教意

と感謝の意を表し,本調査報告の貴重な記録を上梓しご協力にお応

えすべ く努力することを誓いご挨拶といたします。

都留市教育委員会

教育長 内 藤 盈 成



例    言

1.本書は昭和54年度に, 日本道路公団東京第二建設局と,都留市教育委員会との委託契約によ

り実施した,中央自動車道富士吉田線四車線化工事に伴う山梨原遺跡の緊急調査報告である。

本書作成の委託契約は,昭和56年度に行われた。

2.本書の作成は,都留市教育委員会が行った。執筆・編集は,調査員が作成した調査カードを

もとに奈良・谷口が行った。

3.図版の作成は,奈良・谷口。平本 。米沢・谷村が主に行った。その他,遺物整理及び報告書

作成にあた り,都留文科大学考古学研究会の協力を得た。

4.土器の復元は,奥 隆行先生にお願いした。

5.遺物及び実測図は,都留市教育委員会が保管している。

6.本調査の調査組織は,別に示すとおりである。

7.発掘調査・報告書作成にあたって,次の諸氏に御教授を賜った。(敬称略)
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第 I章 発掘調査に至る経緯

第 1節 発掘調査に至る経緯

中央自動車道富士吉田線は,高井戸インターから河口湖インターに至る全長約92.3/f2の 高速自

動車道である。本路線は,現在,高井戸インターから大月ジャンクションまでの約69,9協は 4車

線であるのに, これより河口湖インターまでの約22,4協 は2草線という変則的なものとなってい

る。

昭和53年 9月 ,山梨県教育庁文化課より中央自動車道富士吉田線大月ジャンクションから河口

湖インターまでの4車線化工事計画の連絡と,それに伴 う都留市内の埋蔵文化財包蔵地の照会が

あった。

照会に基づき,県文化課と共に,事業計画区内の埋蔵文化財包蔵地の踏査を実施したところ,

堀之内原遺跡,官協遺跡,中谷遺跡,鷹の巣遺跡,山梨原遺跡の5遺跡が同路線建設予定地内に

該当することが判明した。

そのため, 日本道路公団東京第二建設局,県文化課,当教育委員会の三者で協議した結果,堀

之内原遺跡は昭和53年度に,中谷遺跡・官脇遺跡・山梨原遺跡は昭和54年度に,鷹の巣遺跡は昭

和55年度に,それぞれ記録保存を目的として,当教育委員会と日本道路公団東京第二建設局との

委託契約により,発掘調査を実施することになった。

これらの内,堀之内原遺跡は昭和53年 10月 5日 ～同年11月 16日 まで発掘調査を実施し,昭和55

年 3月 ,「堀之内原遺跡発掘調査報告書」として刊行されている。 また, 官脇遺跡 。中谷遺跡は

昭和54年 8月 1日 ～同年11月 15日 (官脇遺跡は8月 31日 )ま で発掘調査を実施し,昭和56年 3月

「中谷・宮協遺跡発掘調査報告書」として刊行されている。

当初,鹿留窪遺跡として,発掘届等の書類手つづきをしたが,遺跡の主体部が山梨原地区にあ

ったため,山梨原遺跡と遺跡名を改めた。

第 2節 発掘調査の経過

1概  要

山梨県都留市山梨原遺跡発掘調査は,昭和54年 12月 14日 より,昭和55年 3月 5日 まで,延べ38

日間に互って実施した。

本遺跡の調査区域は,東西 300%,南北10%と 細長 く,ま た,区域内は道路によって四つに分

断されるなどしているために,第 1～第 4地区と地区割 りをして,地区毎に調査を進めることと

した。以下,調査経過を, 日を追 って述べることとする。

2  日   誌

12月 14日  第 2地点の調査に入る。B-2～ 5,12～ 14・ 17～ 19,22～ 24・ 27～29ト レンチ



12月 15日

12月 16日

12月 17日

12月 18日

12月 19日

12月 20日

12月 22日

12月 23日

を調査する。B-2～ 5・ 17～ 19。 22～24ト レンチは,第Ⅳ層上面まで掘 り下げ ,

落ち込みを検出した。B-12～ 14ト レンチは,第Ⅵ層上面まで掘 り下げ,落ち込み

を検出。 B-27～ 29ト レンチは,第Ⅲ層上面まで掘 り下げ,落ち込みを検出した。

第 2地点。新たにB-7～ 9,A-12～ 14ト レンチを調査する。B-7～ 9ト レ

ンチは,第Ⅳ層上面まで掘 り下げ,落ち込みを検出した。A-12～ 14ト レンチは,

第Ш層 。第V層上面において落ち込みを検出した。

第 3地点の調査に入る。B-12～ 14ト レンチを第Ⅲ層上面まで掘 り下げ,落ち込

みを検出した。

第 3地点。B-27～29,32～ 34・ 37～39ト レンチを調査する。B-37～ 39ト レン

チは,第m層上面まで掘 り下げ,落ち込みを検出した。

第 4地点の調査を開始する。B-2～ 4・ 7～ 9,12～ 14・ 17～ 20ト レンチを調

査する。 B-12～ 14ト レンチは,第Ⅳ層上面で落ち込みを検出し,B-17～ 20ト レ

ンチは,第Ш層上面で落ち込みを検出した。

第 3地点。新たにB-2～ 4・ 7～ 9。 22～24ト レンチを 調 査 す る。B-2～
4・ 32～ 34ト レンチは第Ⅲ層上面で落ち込みを検出し,他の トレンチは,第Ⅳ層上

面で落ち込みを検出した。

第 4地点。昨 日,検出された遺構のプラン確認のため,A-12～ 14・ 17～20,C
-17～ 20ト レンチを調査する。

第 3地点。B-7～ 9ト レンチは第Ⅲ層,B-27～29ト レンチは,第Ⅳ層上面で

それぞれ落ち込みを検出した。他の トレンチは,精査を行 う。

第 4地′点。A-15,B-15グ リッドを調査する。A-16,B-15グ リッドは,第
Ⅳ層上面で落ち込みを検出した。またA-18。 19,B-18・ 19,C-18・ 19グ リッ

ドにおいて,第Ⅵ層上面で落ち込みを 3個検出した。

第 4地点。A-12～15, B-14・ 15ト レンチはぅ第Ⅲ層上面で落ち込みを検出し

た。A-2～ 4,B-2～ 4ト レンチは,第Ⅳ層上面で落ち込みを検出した。

第 3地点。検出された遺構のプランを確認するため,A-1～ 5,C-1～ 5,

A-11～16,C―■～16,A-6～ 10,C-6～ 10,B-17～ 19ト レンチを調査す

る。

第 4地点。B-7～ 9ト レンチ,A-11グ リッドは,第Ⅲ層上面で落ち込みを検

出したため,プ ラン確認を行った。

第 2地点の調査を再開する。新たにA-21～30,B-21～ 30ト レンチ を 調 査 す

る。

第 3地点。A-1～ 6,B-7～ 9ト レンチは,第Ⅲ層上面で落ち込みを検出し

た。

第 4地点。A-6,B-6グ リッドは,第Ⅳ層上面で落ち込みを検出した。さら

にピット1・ 2を調査する。新たにB-5グ リッドにおいて検出された落ち込みを

3号土拡 とする。

第 2地点。新たにA-15～20,C-15～ 20ト レンチを調査する。その結果第Ⅲ層
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上面で落ち込みを検出した。

第 3地点。A-34～41,B-34～ 49C-34～ 41ト レンチを調査する。第Ⅲ層上

面まで掘 り下げ,落ち込みを検出した。

第 4地点。 1・ 2号土拡を完掘後,平面図・エレベーション図を作成し,写真撮

影を行った。その後,検出されていた 1～ 4号溝状遺構を調査する。

12月 26日   第 3地点。昨日に引き続き第Ⅲ層上面の精査を行 う。

第 4地点。 3号土拡を完掘後,平面図・エレベーション図を作成し,写真撮影を

行った。

12月 27日   第 4地点。完掘した 1～ 4号溝状遺構の平面図・エレベーション図を作成し,そ

の遺構の写真撮影を行い,遺構全体の写真撮影を行った。

12月 28日   第 4地点。遺構全体図を作成した。

1月 7日  第 2地点。A-2～ 11, C-2～■, A-12～14, C-12～ 14ト レンチ, B―

4・ 5。 10・ 11グ リッドを拡張し,第Ⅳ層上面まで掘 り下げる。

第 4地点。B-2～ 4・ 7～ 9,■～14。 16～19ト レンチを第Ⅵ層から第Ⅷ層上

面まで掘り下げる。その結果,遺構は検出されず,第 4地点の調査は,全て終了し

アこ 。

1月 8日  第 2地点。今まで調査した トレンチを全て精査し,遺構を再確認 した。そ の結

果,土拡 8基,溝状遺構11基を検出し,調査を行 う。

1月 9日  第 2地点。全ての遺構を完掘し,平面図・エレベーション図を作成 し,写真撮影

を行った。

1月 10日  第 2地点。全体図を作成して調査を終了する。

第 3地点。遺構を完掘した後,平面図・エンベーション図を作成 し,写真撮影を

行った。

1月 11日  第 3地点。平面図・エレベーション図・全体図を作成して,調査を終了する。

2月 13日  第 1地点の調査を開始する。B-8～ 12グ リッドを第Ⅳ層から掘 り始める。B―

8～10グ リッドにおいて第V層上面で礫の広が りを確認した。

2月 14日   B-8～ 10グ リッドを継続して調査する。礫群の平面図・エレベーション図を作

成し,写真撮影を行い,そ の後礫を取 り除いた。 B-11・ 12グ リッドは,第V層を

掘 り下げ第Ⅵ層に達した。

2月 15日  A-8～ 12,B-8～ 12グ リッドの調査を継続して行 う。新たにA-1～ 7,B

-1～ 7グ リッドを調査する。A-8～ 10,B-8～ 10グ リッドは,昨 日取 り除い

た礫の下にはさらに礫が存在し,その平面図を作成する。A-1～ 7,B-1～ 7

グリッドは,第Ⅳ層を掘 り下げる。B-2・ 3,さ らにB-5グ リッドにおいて溝

状遺構 2基を検出した。

2月 16日  溝状遺構はぅ完掘後,平面図・エレベーション図を作成した。A-1～ 6,B―

1～ 6グ リッドは,第Ⅳ層を掘 り下げ,第V層 に達した。

2月 17日   B-11。 12グ リッドは,第Ⅵ層を掘 り下げた。A-1～ 3,B-1～ 3グ リッド

は,第V層を掘 り下げ,第Ⅵ層に達した。           、
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2月 18日

2月 20日

2月 21日

2月 22日

2月 23日

2月 24日

2月 25日

2月 26日

2月 27日

2月 28日

2月 29日

B-4～ 6グ リッドでぅ住居址の床面と思われる部分を検出した。(1号住居址)

またA-4グ リッドでは落ち込みを検出した(1・ 2号土拡)。 B-6～ 8グ リッド

において,落ち込みを検出し,その規模から住居址と推定された。(2号住居址)。

2号住居址の調査中ぅ 2号住居址を切って重複する落ち込みを検 出 した。新 た

に,A-8・ 9,B-8,9グ リッドで検出された落ち込みを 4号土拡とし,調査

を進める。 1号土拡は半我し,底面を確認。 1号住居l■は,柱穴を11箇検出した。

2号住居址の南北方向にサブトレンチを設定し,重複する落ち込みと住居l■の床面

の検出に努めたところ,重複する落ち込みは住居llLであることが判朔し, 3号住居

址と命名した。また,A-8。 9,B-8・ 9グ リッド,及び,B-9,C-9グ
リッドで礫群下より落ち込みを検出し, 4・ 5号土拡と命名した。 4号土拡は半我

し,底面を確認。 5号土拡は狭が集中しているので注意しながら掘 り進めた。

各遺構の写真撮影を行った後,セ クション図を作成し,完掘し,平面図・エレベ

ーション図を作成した。B-11・ 12グ リッドは,土層観察のためローム漸移層まで

掘 り下げた。 1ラ イン・Cラ インでセクションを引きゥ写真撮影を行った。

B-11・ 12グ リッドのセクション図作成,再度写真禄影を行った。A-1～ 5,

B-1～ 5グ リッドは,第Ⅶ層を掘 り進めた。B-2グ リッドから乳房状を呈する

尖底部が出上した。

A-1～ 5,B-1～ 5グ リッドは,昨 日に引き続き,第Ⅶ層を掘 り進めた。B
-4グ リッドで集石遺構が検出され,平面図・エレベーション図を作成した。B―

2グ リッドからは,黒色上の落ち込みを検出, 7号土拡と命名した。

5号土拡の壁検出に努める。その結果,底面に移多するに従いロート状にすばま

ることが判粥した。

7号土拡完掘。平面図・エレベーション図を作成した。 2号住居l■の木 面 を精

査,柱穴を 5箇検出した。 2・ 3号住居址とも平面図・エレベーション図 を作 成

し,写真撮影を行った。

5号土拡は,確認面から約 1000紀 のところで底面に達した。A-1～ 5,B-1
～ 5グ リッドは,第Ⅶ層の掘 り下げを継続する。

A-1～ 5,B-1～ 5グ リッドは,第Ⅷ層に達した。 5号土拡完掘。平面図・

エレベーション図を作成した。

悪天侯につき,第 3地点において,土層観察図作成のため 2× 6%の トレンチを

3本設定し,深掘 りをする。うち1箇所は,溶岩礫が多量に包含するため作業を中

止した。

A-1～ 5,B-1～ 5グ リッドは,第Ⅷ層を掘 り下げ,第Ⅸ層(ロ ーム漸移層)

まで達した。A-5～ 7, B-5～ 7グ リッドからは,第Ⅶ層中より崇」片や磨石の

破片が集中して出土した。 2号住居址の床面にサブトレンチを設定し,掘 り下げた

ところ,新たに床面と思われる面を検出したため,拡張し範囲を追求した。その結

果,柱穴と焼土を検出し住居址であることが判明したので, 4号住居llLと 命 名 し

た。
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3月 2日   4号 住居址の調査を継続した。完掘した後,平面図・エレベーション図 を 作 成

し,写真撮影を行った。C-10グ リッド付近において,第Ⅶ層中から条痕文系土器

が,一括して出土した。

3月 3日   B-6～ 8,C-6～ 8グ リッドを掘 り進み,第Ⅷ層下面まで掘 り下げた。C一

8グ リッドにおいて,押型文土器片が出土した。

3月 4日  A-6～ 10,B-6～ 10,C-6～ 10グ リッドを第Ⅸ層まで掘 り下げた。A-10

グリッドにおいて,落ち込みを検出し8号土ナ広と命亀する。

3月 5日   8号 土拡を半我し,セ クション図を作成した後,完掘し,平面図・エレベーショ

ン図を作成した。調査図の土層観察図を作成し,第 1地点の調査を終了した。

鱗
長野県

静 岡 県

山 梨 原 遺 跡 位 置 図
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第 I章 遺跡の立地 と環境

第 1節 遺跡の位置と自然環境

中部山岳地帯の南東に位置する山梨県は,地形上,甲府盆地を中′心とした富士川水系に属する

地域と,相模川,多摩川両水系に属する山梨県東部の,二つの地域に大別され,関東山地から連

なる御坂山地が, この二つの地域を隔てる分水嶺となっている。

山梨県東部域は,山間地で平坦地こそ少ないが,多摩川水系に属する丹波川,小菅川および,

相模川水系に属する桂川,鶴川,道志川,秋山川の各流路には河岸段丘が発達し,数多くの遺跡

が立地している。

富士山の豊富な湧水を源とし山梨県東部を流れる桂川は,都留市内において,柄杓流川,菅野

川,朝 日川,大幡川等の各支流と合流する。この各流域には河岸段丘が発達し,縄文時代の遺跡

を中サbに,数多くの遺跡が立地している。

山梨原遺跡は,都留市夏狩字山梨原に所在し,富士山から流出した溶岩台地上および末端に位

置する。この溶岩台地の未端部,遺跡の北側には豊富な湧水が湧き出ている。

狙"切切"/
V

3地声

第 1図 山 梨 原 遺 跡 地 形 図



第 2節 遺跡の考古学的環境

都留市内では現在64遺跡が知られている。この内縄文時代の遺跡は34遺跡で,第 2図 のように

桂川の各支流の河岸段丘上に分布している。これらの遺跡は,発掘調査や工事中発見されたもの

もあるが,ほ とんどが表面採集で確認されたものであり, この採集土器より各遺跡ごとの時期を

調べると,第 1表のようになる。これより当市内における遺跡は夕発見される土器型式が数型式

の短期的使用が行われたものが大半で,特に,縄文時代前期諸磯 b式期を境に縄文時代中期後葉

曽利式期までの遺跡が群を抜く。山梨原遺跡は今回の調査で初めてその内容が明らかになった遺

跡で,出土遺物は縄文時代早期から同時代後期におよがものであったが,その内容は他の遺跡と

第 2図 都 留 市 遺 跡 分 布 図
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同様に断続的に短期使用がなされたものであった。山梨原遺跡は大切見溶岩流上とその末端部に

位置する遺跡であるが,大明見溶岩流上の周辺遺跡としては,南西側約 3協に縄文時代後期の鹿

留窪遺跡があり,溶岩流末端部周辺では湧水および湧水から流出する小川沿いに,御戸海戸・お

いしがね。馬場舟等の縄文時代前期・中期を主体とする各遺跡が立地する。これらの内,馬場舟

遺跡は昭和49年に発掘調査が実施され,諸磯C式上器を主体として,縄文時代早期から同時代中

期の遺物が検出されている。

第 1表 縄 文 時 代 遺 跡 一 覧 表

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202: 22232425262728293031323334

縄

文

時

代

上細 法 住 西 引桃宮 落 尾 日生 美 入 壁 久御 お 馬大午鷹 深 古 大下 中 中松 宮 堀 桃 神 千

河     ノ曽  崎  出  道  保
確 妹場   ノ   久     舌   ノ

原野能 吉 畑 田根 原合 原影 山通 沢 谷地 戸 ね舟堰 石 巣 田宿 棚 保 溝 谷葉 脇 原 園 出宮
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|
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狭
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第Ш章 層  序

第 1節 層  序

山梨原遺跡の標準層序は,ほば15層 に分かれる。

第 I層 (表土層) 工事用道路建設時に敷かれたと思われる瓦礫混 りの上層。

第Ⅱ層 (暗褐色土層)工 事用道路建設前の表土層 (耕作土)と 思われる。

第Ⅲ層 (黒褐色土層)赤 色粒子, 2“π大のスコリアを若千含有。粘性は強い。

第Ⅳ層 (黄褐色土層) 黄褐色スコリアを多量に含有し,全体的に砂粒状を呈する。

第V層 (暗褐色土層) 2～ 3%″大の大粒のスコリアを若千合有。全体的に粘性はなくテ細か

な砂粒状の土層である。本層は黒色火山灰層を主として形成されているものと思われる。  |
第Ⅵ層 (暗茶褐色土層) 1～ 3″″大の灰色スコリアを多量に含有。

第Ⅶ層 (褐色土層) 1～ 2紀″大の黄褐色スコリアを多量に含有。      .
第Ⅷ層 (茶褐色土層) 1～ 3打2大の大粒の赤褐色スコリアを若千含有。10γ 39f紀木の溶岩映

が若干混入。                                 十

第区層 (ロ ーム漸移層)

第X層 (ロ ーム層) 褐色土を若干混入した黄褐土,粘性はやや強く,ス コリア含有。

第�層′(ス コリア層)橙 色・赤色スコリアによって構成されている。

第�層 (ロ ーム層) 明赤褐色土層・赤色・黄色粒子を若千含有。

第XⅢ層 (ロ ーム層) 粥赤褐色土層,ス コリア,赤色粒子を若千含有。粒子は第Xll層 に比し

て細かい。

第XⅣ層 (ロ ーム層)赤 褐色土層,粘性は強い。赤色スコリアをかなり含有,下部はスコリ

アの純層に近いものとなっている。

第XV層 (泥流堆積層) 溶岩礫,ス コリア,赤褐色土が混在し,非常に固く,凝固している

かのような土層である。

第 2節 層序と遺物

山梨原遺跡における層序と遺物 との関係は,第V層中では堀 ノ内 1式が,第Ⅵ層中では下部よ

り諸磯 b・ C式・十三菩提式・五領力台式・藤内 1式が,第Ⅶ層中上部では,諸磯 boC式 ・十

三菩提式・藤内 1式が,下部では押型文・撚糸文系土器が,第Ⅷ層では撚糸文系土器が,それぞ

れ出土した。

第 3節 層序と遺構

山梨原遺跡における層序と遺構との関係は, 第Ⅲ層 (第 2～第 4地点)・ 第Ⅳ層上面 (第 1地

点)が,溝状及び円形状ピットの検出面となり,第ⅡC層及び第Ⅲ層がその覆土となっている。

これらの溝状及び円形状ピットの構築年代については1出土遺物がほとんど認められず,詳細

は不粥である。わずかに出土遺物と呼べるのは,第 4地点N。 2ピ ットより若千の土師質土器片及
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び古銭 (政和通宝)1枚が出土したのみである。

第 1地点で発見された縄文時代の遺構検出面は,第V層 (第 8号址),第Ⅵ層 (第 1・ 3～ 7・

9,13号址),第Ⅶ層 (第11号 l■)であった。

第 4節 層序と火山准積物

山梨原遺跡では,第Ⅳ層・第Ⅵ層 。第Ⅶ層中において,ス コリア層が検出された。第Ⅳ層中の

スコリアは, 1～ 2π舵大の責褐色を呈するもので,同層中,特に下部において密に認められた。

第Ⅶ層中のスコリアは, 1～ 3″π大の灰色を呈するもので,同層上部において, 5～ 10θ筋の厚さ

で認められた。第Ⅶ層中のスコリアは, 1～ 3π2大の黄褐色を呈するもので,特に,第 2地点に

おいて顕著に認められ,同層下部においては,10～ 30θη大の溶岩礫混 りの純層として認 め られ

た。第 2～ 4地点では,第Ⅶ層下は溶岩 (大粥見溶岩流)と なっている。

第V層は,同遺跡において,堀ノ内 1式の遺物包含層となっているが,同層は, 2～ 3″″大の

大粒のスコリアを若千合有した黒色火山灰層である。

本遺跡において,富士山の火山活動の影響を物語る資料としては,第 2～ 4地点,第Ⅶ層下に

おいて認められた大明見溶岩流,第Ⅳ層・第Ⅵ層 。第Ⅶ層中で認められたスコリア層,第V層を

形成している黒色火山灰層などが検出された。

これらの内,大粥見溶岩流は,富士山より発して,富士吉田市大明見を流れ,都留市十日市場

にまで達している。第 2地点は, この先端部上に位置しぅ この大明見溶岩流の末端に当る第 1地

点との比高は約8%を計る。この大粥見溶岩流の流出時期については,不刀とされているが,本

遺跡における発掘調査での観察所見は,第 1地点において,こ の溶岩礫を用いた配石及び集石遺

構に諸磯 b式土器が主体的に伴っていることから,諸磯 b式段階には,すでに存在していたもの

と思われる。

第 3図 山梨原追跡地点別標準土層柱状図
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第Ⅳ章 発掘調査の成果 と概要

第 1節 第 1地点の概要と成果

1概  要

第 1地点は,本遺跡の最も東側で,大明見溶岩の

縁辺部に位置する。この大明見溶岩の縁辺部には,

各所で湧水が認められる。本地点,北側にも豊富な

湧水が存在する。

本地点では,第 4図のように,調査区 を設定 し

た。調査区西側は,大明見溶岩が堆積しているため

に,調査は不可能であった。

2遺  構

本地点では,縄文時代の遺構として,住居址 4軒 ,

土拡 9基,集石 1基,礫群,小穴址等が検出された。

これらの内, 1'2号住居址は一部が調査対象区

域外に在 り,完掘できなかったが,プランは円形を

塁するもの(1'3・ 4号住居址),隅丸方形を塁す

るもの (2号住居址)が認められた。

土拡はほとんどが円形で,グ ライ状を呈するもの

が大半を占める。

(1)住居址

1号住居址

B-4～ 6グ リッドに位置する。第Ⅳ層上面を清

査中,床面と思われる硬質面の広が りを検出したた

め注意していた所,半円形に巡る小穴を検出した。

小穴は柱穴址と解され,Bラ インのセクションを検

討した結果,不鮮明ながら壁の立ち上が りが認めら

れ住居llLと 認定した。

形態・規模については,北半分が調査区域外のた

め不粥瞭であるが,柱穴の並び方,床面の広が りか

ら,円形プランを呈し,直径約 4.7物 を測るものと

推定される。壁は精査したが覆上の色別が困難を極

め,残念ながら検出できなかった。柱穴は11ケ所検

出され,Pl～ 7は壁に沿って巡るもの と思 わ れ

小穴群

7号土渡

3号土嬌 )がく鮮量

唸

第 4図 山梨原遺跡第 1地点全体図
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る。床面は平坦であり,一様にしまっているが,特に柱穴の周囲が硬 くしまっていた。炉l■は検

出されなかった。             ‐

出土遺7/Jは貧弱で,縄文時代後期堀ノ内 1式の小破片が若千出上したのみであった。

本住居llLの所属時期は,出土遺物や構築面から縄文時代後期堀ノ内 1式期に求められる。

P■

◎

窃′
EPA′

④

碗
亀
Ｐ７
（つ
Ｗ
＼

④
Ｐｌ

／́

⇔
・

剛
・

第5図  1号住居址平面図

2号住居址

BiC-6～ 8グ リッドに位置する。第Ⅳ層上面より掘 り込まれた住居址で,北側を 3号住居

址によって切られている。形態は不整円形を呈するものと思われる。規模は南北方向で約3.5物 ,

高は東壁で12切を測る。床面は平坦であるが,軟弱であった。柱穴は5ケ 所検出され,Pl・ 3・

4・ 5は深さも50～600紀を測 り主柱穴と考えられる。炉址は検出されなかった。

出土遺物は縄文時代前期諸磯 b式 (第25図 34)・ 同む式・十三菩提式 (第25図 39)。 中期藤

内 1式 (第26図46)な どの小破片が覆土中より若干出土したが,本住居に伴う遺物は不明確であっ

アこ。

本住居l■の所属時期は,出土遺物からは判断できないが, 3号住居llL(縄文時代中期藤 内式

期)に切られており,本住E址の下から4号住居llL(縄文時代前期諸磯 b式期)が検出されてモヽ

ることから, 4号住居l■L廃絶以降, 3号住居址構築以前の時期に求められる。つまり縄文時代前

期後半～中期前半の時期の中に位置付けられよう。

3号住居址

C-6～ 8グ リッドに位置する。 2号住居llLの プラン確認作業中に北側を切っている落ち込み

を検出したもので,調査区の北側を拡張した結果,粥確に捉えることができた。

形態・規模については,本住居址のほとんどが北側の調査区域外に広がっているため,全容は

切確でない力窮 ■辺3.3η 程度の隅丸方形を呈すると思われる。壁はゆるやかに立ち上が り,西

―- 12 -―



壁で約 7 θηを測る。床面は平坦で,軟弱であった。

出土遺/4/Jは床面及び覆土中から縄文時代中期藤内 1式 (第26図 52・ 53)が 出上し,ま た同前期

諸磯 b式や磨石も覆土中より出土した。

本住居l■の所属時期は,出土遺物から縄文時代中期藤内式期に求められよう。

0

一
第 6図  2・ 3号住居址平面図

4号住居址

B～C-6～ 8グ リッドに位置する。 2号住居址調査終了後,床面に試掘坑を設定 した と こ

ろ,床面らしいものを確認したので,拡張しその範囲を追求し住居l■ であることが判切した。本

住居址は 2号住居址と重複しており, 3号住居址に北側を切られていた。

形態は不整円形を呈するものと思われ,主軸に合わせ北西方向から南東方向に広がる傾向があ

る。規模は約 3.7物 ×約 3.3物 ,壁は垂直気味に立ち上がり西壁で約400舵を測る。小穴は14ケ 所

検出された。P14は柱穴とは考えられないが,他は柱穴と思われ,お よそ五角形を呈する様に配

置される傾向が看取されよう。床面は平坦で,硬 くしまっていた。炉址は床面を掘 り込んだ地床

炉で,住居l■中央よりやや北側に偏置されている。炉は約550初 ×60θ紹の規模を有し,円形プラン

を呈し,深さ〒12θ解を測る。                              _

lm
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出土遺/1Bは縄文時代前期諸磯 b式の土器片が覆土中より出土した。

畷吉守争そう亀み急「鵞|と奇
の

管府笑あ茨曽争ケをみ全各急
～

3時褐を子」二:曹綜笑桝茨宮↑字を歩墓春ぎ
上

第7図  4号住居址平面図

121土  拡

1号土拡

A-2グ リッドに位置する。第Ⅵ層上面より2号土拡を切って構築されている。

形態は長楕円形を呈し,規模は長軸 1170%× 短軸560婉 ,深さは確認面よリー23θ密を測る。床面

は平坦で,壁はゆるやかに立ち上がる。覆土は 2つに細分され, 1層 はスコリア層, 2層 は 1～

3 ππ大のスコリア,赤褐色粒を含有した黒褐色土である。出土遺物なし。

2号土拡

A-3・ 4グ リッドに位置する。第Ⅵ層上面 より構築されてお り,西壁の一部を 1号土拡によ

って切られている。

形態は円形を呈してお り, 規模は長軸・短軸とも約 140C紀 , 深さは確 認 面 よ リー 37C紹 を測

る。床面は平坦で,軟弱であった。壁は垂直気味に立ち上がる。覆土は 2つに細分され, 1層 は

赤褐色粒,カ ーボン粒を含有した粘性の強い暗褐色土。 2層 は 1層 と同様の合有物を含む粘性強

い茶褐色土。出土遺物は打製石斧 (第30図11)磨石 (第31図21)な どが出上した。

修
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EPA      脇I

9            1lm

SPA

第 8図  1号土拡平面図

0          1m

第 9図  2号土拡平面図

SPA.



3号土拡

B-8グ リッドに位置する。 2号住居

址の覆土を切って構築してお り,北側半

分は明瞭に検出できなかった。

形態はほぼ円形を呈するものと推定さ

れる。規模は束西方向で94θη,深さは確

認面よリー15C%を測る。床面は平坦で,軟

弱である。壁は西側で垂直気味に立ち上

がるが,東側でゆるやかに立ち上がる。

覆土は 2つに細分され,1層 は糀性弱 く,

赤褐色粒,黄褐色粒タカーボン粒, 3～

4%π大のスコリアを合有した褐色土。 2

層は粘性強 く,赤褐色粒,黄褐色粒を含

有した茶褐色上である。出土遺物なし。

4号土拡

A・ B-8,9グ リッドに位置する。

第Ⅵ層上面から構築されてお り,形態は

円形を呈している。規模は長軸 186θ 2×

短軸 165θ筋,深さは確認面よリー15θ%を

測る。床面は平坦で,し まってお り,南

隅には44θ筋×36θtt X 37Cη の三角形を呈す

る偏平な石が置かれた状態で出上した。

上面は磨 リヘってお り,凹状を呈してい

る。おそらく砥石のような役割を果した

ものと推察される。覆土は赤褐色粒,カ

ーボン粒を含有した茶褐色土。出土遺物

は縄文時代前期諸磯 b式土器片が認めら

れた。

5号土絋

0           1m

第10図  3号土魃平面図

ＥＰ

一
EPA′

lm

第11図  4号上琺平面図

B・ C-9グ リッドに位置する。第Ⅵ層上面から構築されてお り,形態はほぼ円形を呈し,上

面から底面に移行するに従いつばまりを増す “ロー ト状"を呈している。規模は長軸 187θ紀×短

軸 178C2,深 さは確認面から-96θ紀を測る。覆土上部には 5～ 15θπ大の溶岩礫が密集した集石を

持ってお り,深 さ-300η のレベルでカーボンが約10θ2の厚さでレンズ状に堆積し,ま た深さ-65
θ2の所に45C紀 ×50θ2の偏平な礫が置かれた様な状態で検出された。底面付近には特にカーボンの

集中が見られた。覆土は 3つ に細分され, 1層 は黄褐色スコリアを多量に合有した黄褐色土。 2

層は多量のカーボンと少量の焼土粒, 2～ 3″″大のスコリアを含有した褐色土。 3層 は多量のカ

ーボンと少量の焼土粒を合有した黒褐色土である。出土遺物は時期不明の縄文土器小破片が出土

した。

〃

３

♭
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(土城上面の礫の分布 )

第12図  5号上砿平面図・土層図

SPA SPA′

0           1m

第13図  6号上砿平面図

6号土拡

C-10グ リッドに位置する。第Ⅵ層上

面から構築されてお り,南側半分は覆土

は判別が困難で明確に検出で きな か っ

た。形態は円形を呈すると思われ,覆土

上部に集石が構築されている。規模は東

西方向 105θ筋,深さは確認面 よリー15θ″

を測る。床面は平坦で,軟弱である。壁

は垂直気味に立ち上がる。覆土はカーボ

ン粒:焼生粒を含有した褐色土。出土遺

物は縄文時代早期茅山式上器の小破片が

霰
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少量出上した。

7号土拡

B-2グ リッドに位置する。第Ⅶ層上面から掘 り込まれ, ローム層を切って構築されている。

形態は円形を塁しており,規模は長軸・短軸とも約100θ筋で, 深さは確認面よリー360紀を測る。

床面は平坦で,し まっており,壁は垂直気味に立ち上がる。覆土は黒褐色土。出土遺物なし。

8号土拡

A-10グ リッドに位置する。第区層上面で確認されたもので,南・西側は調査区域外のため全

容は不粥であるが,形態はおよそ円形を呈すると思われる。一旦なだらかに落ち込んだ後,中央

付近がさらに深く掘 り込まれていて,その深みに暗褐色に包まれるようにローム塊がある。規模

は直径約2400筋程度と推定され,深さは確認面から-52C紀 を測る。

以上,本地点で検出された土拡について記述したが,その機能・性格については不明と言わざ

るを得ない。しかし,その中にあって, 2・ 4・ 5号土拡は特異な存在であった。 2号土拡は石

器類を収蔵したような状況を呈していた。 4号土拡は砥石状の石が設置されており,作業址的な

機能を想像させる。 5号土拡については,今後の類例の増加を待ちたい。

各土拡の構築時期は, 1・ 2,4～ 6号土拡とも第Ⅵ層上面から構築されているため,縄文時

代前期諸磯 b式期を中ιいとした時期に求められよう。 3号土拡は2号住居址屍絶以降に, 7号土

拡は,その構築面から縄文時代早期のものであろう。 8号土拡は構築面が不明であるが,調査時

の所見から諸磯式期以前と思われる。尚, 8号土砿は各地で検出されている所謂 “風倒木痕"の

特徴を備えている。

鬱

型
Ａ

・

ＥＰ
一　
ハ肌
）

0           1m

第14図  7号土拡平面図
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第15図  8号土拡平面図



C-9

第16図 第Ⅵ層上面A・ B-8～ 10グ リッド礫群
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第17図 第Ⅵ層上面B-4グ リッド付近集石

(0 礫群・集石

第Ⅵ層上面で,A・ B-8～ 10グ リッドにかけて,第 16・ 17図 の様に攀大の溶岩礫が同一レベ

ルで密集した状態で検出された。礫の分布状況から北側の調査区域外に広がるものと思われる。

礫に混って,縄文時代前期諸磯 b式の上器片が出土した。

また,第Ⅶ層上面のB-4グ リッド付近で,約7502× 750解の方形状に密集した集石が認められ

た。出土遺物なし。

9屯と!⇔ほ
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第18図  A・ B-1～ 3グ リッド小穴群

141 小穴群

A・ B-1～ 3グ リッドで検出された6個の小穴址を,便宜的に群として捉え,説男を加える

ことにしたい。検出された 6個の小穴は,第Ⅳ層上面の精査作業中に確認されたものである。住

居址の存在を想定し,慎重に精査を行ったが,特別な遺物の出土状況も見られず,硬質化した部

分も検出されなかった。また,東壁セクションにも検討を加えたが,遺構らしき落ち込みは無か

ったとこの様に,住居址と認定される状況は見られず,各小穴が独立したなのかす関連をもっも

のか詳細は不明である。時期的には,縄文時代後期頃のものと思われる。   ( ′
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撤
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第19図  1号潜状遺機

(0 溝状遺構

1号溝状遺構

A・ B-2・ 3グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築されてお り,主軸は南北 方 向 で あ

る。規模は北側が調査区域外のため全容は不粥であるが,長さ270+α ×幅64θη,深さは確認面

よリー56ι筋を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物は時期不明の縄文土器小破片が少量出土した。

2号溝状遺構

B-5,IC-6グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は東西方向である。

西壁の一部が調査区域外にかかっている。規模は長さ3760紀 ×幅70C2,深 さは確認面よリー34θ紀

を測ると覆土は茶褐色土。出土遺物はなし。本遺構の南西部に小穴が検出されたが,本遺構との

関連は不明である。                             
イ

3 遺 物

(1)土  器

本地点からは,縄文時代早期～同時代後期までの上器が認あられた。以下,時間的経過に重点

をおくことによって山梨原第1群土器～第 7群土器までの大別を行った。

第20図  2号溝状述構

縄文時代早期前半 (撚糸文・押型文土器)

縄文時代早期後半 (条痕文系土器)

縄文時代前期後葉 (諸磯式上器)

縄文時代前期末葉 (十三菩提式上器)

縄文時代中期初頭 (五領ケ台式土器)

縄文時代中期申棄 (藤内 1式土器)

縄文時代後期初頭 (堀 /内 1式土器)

山梨原第 1群土器

第 2群土器

第 3群土器

第 4群土器

第 5群土器

第 6群土器

第 7群土器



各群の上器は,それぞれさらに形態,文様などにより細別を行い編年的位置付けを試みた。

第 1群土器 (第24図-1～ 3)

縄文時代早期前半に属する土器を本群とした。本遺跡からは,小破片が数片出上したのみであ

った。これらの内, 1は縄文 (RL)が施文された斜縄文系土器の尖底部であり, 2・ 3は前者

が山形,後者が精円の押型文上器片である。

第 2群土器 (第21図,第24図-4)
縄文時代早期後半に属する土器を本群とした。第21図 の上器は表裏条痕文施文の土器で,口 唇

部に刻みが入れられ,口唇直下には横位,胴上半から下半にかけては縦位に,それぞれ条痕文が

施されている。この上器はC-10グ リッド第Ⅶ層中から集中して出土した。 4は半税竹管による

条線,円形状刺突文が施された胴上半部片で,ゆ るやかな稜を有する。

第 3群土器 (第22図-1・ 2,第24・ 25図-5～37)

縄文時代前期諸磯式上器に比定されるものを本群とした。本群はまた,文様により4類に分類

される。

第 1類 (第22図-1～ 2,第24・ 25図-5～29) 連続爪形状刺突文が施されたものである。

本類はまた, 連続爪形状刺突文が山形状に施されたもの (a種), 木ノ葉状区画文を描 くもの

(b種 )に細分される。 a種には,第22図-1,第 24図-5～ 7・ 9・ 12～23・ 29が属し,半我竹

管による円形状刺突文の施文が認められる。b種には,第22図-2,第 24図-10・ ■・13・ 28が

属する。

第 2類 (第25図-30～ 34) 刻み入 りの浮線文が施された土器群である。

第 3類 (第25図-35)縄 文のみのものである。

第 4類 (第25図-36・ 37)集 合条線が施されたもので,36は ボタン状只占文が貼付 され て い

る。

これらの内,第 1～ 3類は諸磯 b式に,第 4類は諸磯 C式に,それぞれ比定される。

第 4群土器 (第25。 26図-38～ 45)

縄文時代前期十三菩提式土器に比定されるものを本群とした。本群はまた,文様により2類に

分類される。

第 1類 (第25図-38～40) やや幅の広い貼付文が施されたものである。貼付文にはヘラ状施

文呉によって刻みが入れられている。

第 2類 (第25,26図-41～ 45) 結節浮線文が施されたものである。

第 5群土器 (第26図-54・ 55)

縄文時代中期五領ケ台式上器に比定されるもので,54は集合沈線文が,55は結節縄文が,それ

ぞれ施されている。

第 6群土器 (第26図-46～ 53)

縄文時代中期藤内 1式土器に比定されるもので,46～ 48は 口唇部直下に刻み入 りの隆帯が施さ

れ,50～ 53は,同 じく細かい刻み入 りの隆帯と,半我竹管による区画文および結節沈線文が施さ

れている。

第 7群土器 (第22・ 23図-3～ 8,第26～28図-57～ 85)

縄文時代後期堀ノ内 1式土器に比定されるもの本群とした。これらの内,第22・ 23図-3～ 7

- 22 -―



第26～27図-57～ 714・ 6,7,は口縁部片で,太い沈線 と刻み入 りの隆線(61・ 64～68),太 い沈線

(59・ 62・ 63・ 70,74),亥」み入 りの隆線(61)が,それぞれ口唇直下に施され,ま た,小突起が付

けられたもの(第 22・ 23図-4・ 6・ 7,第 26図 -58・ 59)が認められる。胴部は棒状施文具による沈線

が施文され,沈線文間に縄文(第27図-70),刺突文(第28図-77)が施されたものも認められる。

以_と ,本地点出上の縄文式上器を 7群に大別して概観した。本地点では縄文時代早期～同時代

後期までの遺物が認められたが,各時期 とも1～ 2型式程度の,断片的な出土であ り,量的にも

特にまとまりは認められなかった。

第 2表 第 1地 点 出 土 土 器 一 覧 表

文原体(RL)

状施文具

半戯竹管,縄
体(RL)

″

我竹管

竹管,

体(RL)
″

4均 管

半我竹管,縄文

体(RL)

半我竹管,縄文

原体(RL)

文

形押型文

円押型文

形刺突文,条痕文,

平行沈線文,迪統爪形

平行沈線文,連続爪形

平行沈線文,

少量の繊維を含有

色粒子を含有

母,白色粒子を

少量の白色粒子を

量の雲母を合有

量の雲母,石英を

有

量の雲母,白
を含有

を含有

雲母,白色粒子を

有

少量の石英粒,白
子を含有

雲母,石英粒を含

少その石英粒,雲
少量の石英粒 ,

色粒子を含有

少量の石英粒,雲
を含有

白色粒子を含有

少量の雲母,白
子を含有

少量の雲母を合有

迪統爪形文

連続 爪 形

続

文

続

連

縄

連

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

平行沈線文,

,縄文

母,白色粒子を

少量の白色粒子,

を合有

量 の雲 母,石

配 1部 位 1施 文 具 出 土 地 点 1研i考

褐色 1群 B-3第Ⅶ層1乳房状尖

褐色|″ IA-2第Ⅶ

″ |″ IC-8第Ⅷ

黒褐色 2群 B-2第 V

茶褐色13群 IA-10不明

″ |″ IB-9礫群

A-9操群

B-9礫群
〃

IA-5第Ⅶ層惇甫修孔を

〃 |″ IB-9礫料

″ |″ IA-8第Ⅶ

″ |″ IA-9礫群

″ |〃 IB-9傑群

A-9第Ⅶ

B-9礫群

A-6第Ⅶ

A-1第 Ⅳ

B-9第 V

白色粒子を含有



30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

管,縄
体(RL)

半我竹管

半我竹管,縄文

沈線 文,連 続 爪形

縄文

行沈線文,連 続 爪形

円形刺突文,縄文

沈線文,連 続 爪形

縄文

量の雲母,自
子を含有

量の雲母を含有

量 の雲 母,石

端
　
　
″

,白色粒子を含有

量の白色粒子を含

褐

　

褐

口縁 平行沈線文,

平行沈線文,

連続爪形

連続 爪

多量の雲母を含有

母,石英粒を

白色粒子を含有

体(RL) 縄文

半我竹管 平行沈線文, 連続爪形文

″

我竹管,縄文

体(RL)

″

平行沈線文 , 連続爪

,縄文

行沈線文,連 続爪

,円形刺突文,縄文

有刻浮線文,

有刻浮線文

有刻浮線文,

縄 文

縄 文

集合沈線文,ボ タン

付

平行沈線文

ヘラ状工具,

文原体(RL)
ヘラ状工具

ヘラ状工具,

原体(RL)
″

″

原体(R)

褐
　
　
″

竹管 帯に刻み目

色粒子を含有

色粒子を含有

,白色粒子を

″

母,白色粒子を

粒子を含有

量の雲母,白色

を含有

母,白色粒子を

″

色

　

　

色褐

4群

竹管
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A-1第Ⅶ

出 土 地 点 備 考

4号土llA覆土

B-9映群

A-6第Ⅶ

A-5第Ⅶ

B-9礫群

A-7第 V

起を

A-7第 V

す る

A―-9酉と

A-9第 Ⅳ

A-10第 Ⅵ

A-5第Ⅵ

A-5第Ⅶ

A-9第Ⅵ

A―-9酉己

C-6不明

A-6第Ⅵ

A-6第Ⅶ

A-6第Ⅵ

B―■第Ⅵ

2号住居

土

A-9第 Ⅵ 口縁にィ

を有

A-5第
B-4第Ⅷ

B-2第Ⅷ

カーボ

ン付着

B-1第Ⅷ

2号住居

土

内



h 部 位 施 文 具 1文   様 土胎 色 調 療磐1出 土地点 備 考

″
　
　
　
　
″

　

″

″

　

″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″

　

″

　

″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″

　

″
　
　
　
　
″

　

″
　
　
　
　
〃

口縁部

胴 部

口縁部

胴 部

″

口縁部

″

胴 部

棒状施文具,

浮線文, 三角陰刻

帯に刻み目

線文

,縄文

帯上に押し引き

線文,平行沈線文

平行沈線文

平行沈線文

文 ,

み 目

沈線文 ,

刻み目

沈線文 ,

隆帯に刻み目

隆帯に刺突

隆帯に刻み日

刺突文

″

″

        |
″

刺突文,隆帯に

文原体(RL)

半我竹管

″

″

″

″

体(RL)
竹管

″

帯上に押し引き

″

管 , 帯上に押し引き,刺突

体(RL)
管 , 帯上に押し引き,縄文

半我竹管

棒状施文具

″

″

″

″

″

″

″
　
　
″
　
　
″
　
　
　

，
　
　
　
　
″
　
　
″

子

粒
　
　

　

　

　

粒

色
　
　
　
　
　
　
色

自
　
　
　
　
　
　
白

有

雲母,白色粒子を含

雲母,自色粒子を含

白色粒子を含有

雲母,白色粒子を含

有

雲母,石英粒,白色

粒子を含有

雲母,自色粒子を含

有

雲母,多量の白色粒

子を含有

雲母,白色粒子を含

有

″

子を含有

石英を含

雲母,白色粒子を含

有

白色粒子を合有

有

白色粒子を含有

″

褐

　

色

　

褐
　
　
　
　
色
　
　
　
　
褐

　

色

麟
色
釉
″
瞭
色
　
　
細
″
　
″
隊
色
翻
　
″

茶褐色

暗茶褐

色

茶褐色

黒褐色

茶褐色

″

″

″

″

黒褐色

茶褐色

暗茶褐

色

茶褐色

黒褐色

″

沖判
　
″
　
″
　
″
″
輔
　
″
″
″
″
　
″
″
　
〃

5科

″

7料

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

B-6第Ⅶ屠

B-2第Ⅶ届

A-2不明

A-3第Ⅶ居

A-3不切

2号住居址覆

土

B-3第Ⅶ屠

B-4不明

D-6不明

B-6第Ⅵ屠

C-6不明

B-6第 V居

3号住居址覆

上

C-6不明

3号住居址覆

土

B-1第Ⅶ居

A-10第 V層

A-1第 V層

B-1第 V層

B-5第Ⅳ層

小穴群P3覆
土

B-5第 V層

B-1第 V層

B-3第 V層

A-10不明

A-1第 Ⅵ層

B-5第 V層

A-3不明

B-1第 V層

B-3第 V層

B-12不切

B-1第 V層
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血 著巨位 1方伍 文 具

71口縁部1棒状施文具

731敦  濁削     ″

78 ″ 1棒状施文具

831 ″ 1棒状施文具,

原体(LR)
841 ″ 1棒状施文具

851口 縁部1竹管

刺突文

刺突文

″

隆帯に刻み目

刺突文

″

白色粒子

英粒,

含有

母,白

母,石
子を含

色粒子

母,白

母,石
子を含

母,自

層

層

層

層

層

層

層

層

層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

　

Ｖ

　

Ｖ

層

Ｖ

　

Ｖ

Ｖ

　

Ｖ

　

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅳ

　

Ｖ

Ｖ

第

第

第

第

第

Ｖ

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

３

１

１

　

２

　

２

第

１

　

１

９

　

２

　

２

３

１

５

　

３

１

一　

一　

一
　

　

一
　

　

一　
明
　
一
　

　

一　

一
　

　

二

　

一　

一　

一
　

　

一　

一

Ａ

Ｂ

Ｂ

　

Ｂ

　

Ｂ

不

Ａ

　

Ｂ

Ｂ

　

Ａ

　

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

　

Ａ

Ｂ

れ鉗
〃
″
　
″
　
″
″
″
　
″
″
　
″
　
″
　
〃
〃
　
″
″

翻
″
″
　
麟
色
細
″
麟
色
″
絡
　
麟
色
″
　
納
麟
色
絡
醸
色

を
　
　
合
　
　
　
　
色
　
　
　
含

　

色

　

含

子
　
　
を
　
　
　
　
　
白
　
　
　
を
　
　
白
　
　
を

有

　

粒

　

子
　
　
　
　
　

，
　

有

子
　
　

，
　

子

鈴
″
舶
　
飩
　
″
″
却
有
始
帥
　
難
有
蔀
　
〃
″

刺突文 白色粒子を含有

面に沈線文,刺突文,

帯文

¢)土 製 品

土器片錘 (1)

小形なもので,側縁を磨 って整形してお り,左右には切目が施される。縄文時代後期堀ノ内式

の上器片を利用している。

土製円盤 (2～ 4)

いずれも土器片の側縁を磨 って整形したもので, 2は不整形, 3は 円形, 4は三角 形 を 呈 す

る。利用している土器片は,縄文時代後期堀ノ内式のものと思われる。出土状況からは使用方法

を窺わせる情報は得られなかった。

人形 (5,6)
5。 6と も素焼きの製品である。 5は鳥を模したものと思われる。 6は型作 りで,合わせ目が

明瞭に残る。塔を模したのだろう。底面中央には孔が穿たれている。 5,6と も江戸時代以降の

所産であろう。

第 3表 山梨原第 1地点土製品一覧表

番号 冴U種 規   模(″″) 色 調
1月

台   土 出 土 地 点 備 考

1

2

3

4

5

6

土 イ【片 錘

土 製 円 盤

日
本玩

長 llI135× 短軸18

″ 41× 〃 33

″ 33×  ″ 33

″ 53× ″ 48

B-2 第 V用

■号土拡覆土

B-2 第Ⅳ層

B-4 第 V層

A-10 第Ⅲ層

表 採

沈線文(5条 )

縄文(LR)
沈線文(1条 )

頭部の一部欠損
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第21図 第 1地点出上の上器実測図(1)
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第22図 第 1地点出上の上器実測図(2)
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第23図 第1地点出上の上器実測図(3)
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(3)石 器 類

石 鏃 (1～ 5)

5点出上した。石材は 1のみがチャー トで,他は全て黒耀石である。基部形態を観察すると決

りを有するもの (1～ 4),快 りの無いもの (5)と がある。

1は長身で,快 りは深い。調整争1離はこまかく丁寧な形の快 りである。 2は先端部を欠損して

いる。快 りは深 く,側縁は孤状を呈する。 3はU字状の深い快 りがあ り,大きな脚部を作 り出し

ている。 4は表裏に大きな象J離を残し,こ まかな調整は見られない。快 りは浅 く,側縁も凹凸で

粗雑な製品である。 5は他のものに比べ大形な製品である。全体の象」離は大まかで, 厚 味 が あ

る。

石 匙 (6)

黒耀石製である。器面は調整されず,粗雑な作 りである。つまみ部・刃部は簡単に片面より調

整崇J離がなされる。刃部は刃こばれにより凹凸である。

装身具 (7)

本調査に先立って試掘調査を行 った際に出土したもので,全体の%を欠損してお り,中央に貫

通孔が穿たれている。

スクレイパー (8)

チャー ト製である。lFl平 の崇J片を用いたもので,下端部に両側から崇」離を加え孤状を呈する刃

部を作 り出している。

打製石斧 (9～ 11)

3点出土した。いずれも完形品。 1・ 2は粘板岩, 3は砂岩を皮用,形態は短冊形を呈する。

9は側縁を表裏から丁寧に調整している。かな り使い込まれてお り,刃部は九味を帯びて磨耗

痕を粥瞭に観察することができる。10は偏平な粗大象J片に大ざっばな象J離を加えた後,片面から

簡単に調整を加えている。刃部は表裏から象」離を加えて作 り出している。11は粗い崇J離を加えた

だけで,特別な調整はみられない粗製品である。刃部表面に磨耗痕が観察される。

粗大石器 (12～15)

粗大な象J片及び石核を用いた石器を一括した。刃部は特別な調整は見られず,12～ 14は 自然面

を残している。12～ 15と も使用反を粥瞭に観察することができる。

横刃形石器 (16。 17)

2点出土した。16。 17と も粗雑な象J離を加え台形状に整えてお り,自 然面を残している。刃部

は直線的で,片方からの崇1離により作 り出されている。16は llX質砂岩■7は凝灰岩質砂岩である。

磨 石 (18～23)

18～ 21は完形品で,23は欠損品である。22は欠損した礫片を使用したものと思われる。18は上

下面と側面も磨 られてお り,原形を留めず,方形状を塁する端整な形状である。使用されてこの

様な形になったものか,使用 目的のためにこの様な形に整えたのかは判断しかねる。19～21・ 23

は上・下面とも磨かれて,滑 らかである。22は上面と側面の一部を磨 っている。

敲 石 (24・ 25)

24・ 25と も側縁に打痕を引瞭に観察することができる。両方とも上・下面が磨 られてお り,磨

石としても機能したことが察せられる。
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凹 石 (26・ 27)

26は欠損品である。上面のみ浅い凹を有する。上・下面とも磨 られて,磨石としても機能した

ことが察せられる。27は完形品だがぅ火熱を受け,全面にヒビを生じ,上・下面に凹を有する。

その他,多数の崇J片類が出土した。層位的には第Ⅶ層中の出土が多 く,平面的にはA・ B-5
～ 7グ リッド付近に集中する傾向が看取された。図示した石器類の出上位置 も同様な傾向を示 し,

第Ⅶ層中A・ B-5～ 7グ リッド付近は石材加工の行為が行われた痕跡を示すと推察される。

出土した石器類の所属時期であるが,図示した全部について粥確にすることは困難であ り,出
土状況などの調査データから窺い知れたものは極少数であった。

石鏃 3については,その形態が縄文時代早期中葉の石鏃と同じ特徴を備え て お り, 出土層位

(第Ⅷ層 )か らは第 1群土器が包含されていることからそれを傍証するものであろう。石鏃 4は

4号土拡の覆土から出土したもので,土拡の埋没が縄文時代前期を下らないことから,その下限

を縄文時代前期にもってくることができよう。打製石斧 9・ 10はゥ第Ⅵ層中の礫群から出土して

お り,同 じ礫群からは第 3群土器が純粋に検出されていることから,同 じ年代が与えられよう。

打製石斧11は,横刃形石器16・ 磨石21・ 敲石25と ともに 2号土拡から出土している。土拡構築時

期が縄文時代前期に求められるため,出土した 4点 の石器は土拡構築時期 と同じ時期に帰属でき

るものと思われる。

他の石器類の時期は,出土層位が参考 となろうが,年代比定の積極的な情報は発掘時の所見か

らは得 られなかった。

第 3表 出 上 石 器 一 覧 表 (単位 ″″)

BT2 第 V層

勁紳靭鞘錦紳動雑鞘雑珈倒緋紳珈紳観

全体の%欠損

欠損礫を使用

下端欠損

全体の%を欠損
ヒビを生じている

６６

７７

２８
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８５

号
８
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号
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２
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第 2節 第 2地点の概要と成果

1概  要

第 2地点は,第 1地点の西側に位置する。本地点の上層は第 I層から第Ⅷ層に分かれる。

第 I層 (表土)

第Ⅱ層 (耕作土)第 Ⅱ層はⅡa層,Hb層 ,Ⅱ C層に細分される。Ⅱa層は耕作上である。

Ⅱb層は水田耕作時におけるマサ (鋤 き床)の面である。ⅡC層は茶褐色土で,粘性が強く,赤

褐色粒子を含有する。

第Ш層 (黒褐色土) 粒性はやや強く,黄褐色粒子を多量に合有する。

第Ⅳ層 (黄褐色土)第 Ⅳ層は更にⅣ a層,Ⅳ b層 に細分される。Ⅳ a層は黄褐色粒子を多量

に含有する。Ⅳ b層 は 3～ 52π大の赤褐色,黄褐色,灰色スコリアを含有する。

第V層 (陪褐色土)標 準土層に準ずる。

第Ⅵ層 (暗茶褐色土)標 準土層に準ずる。

第Ⅶ層 (褐色土) 第Ⅶ層は更にⅦ a層 ,Ⅶ b層に細分される。Ⅶ a層は粘性が弱く,灰色ス

コリアを含有する。Ⅶ b層は礫を合有し, ロームブロックが混入する。

第Ⅷ層 (茶褐色土)ス コリア及び礫を含有し, ロームブロックが混入する。

本地点から検出された遺構は,平安時代の上拡 4基,中世以降と思われる溝状遺構11基,土拡

4基である。出土遺物は,包含層より,縄文土器,土師器などが得られたが,いずれも細片で出

土量も貧弱であった。

2遺  構

(1)土 拡

1号土拡 (第33図 )

A-30グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されている。東壁は 2号土拡によって切 ら

れ,南壁は調査区域外であるため,全容は不明であるが,形状は不整形を呈し,底面は平坦であ

り,壁はゆるやかに立ち上がる。規模は長軸190+α ×短軸108+α θ紹,深 さは確認面よリー25θ胞

を測る。覆土は茶褐色上で,覆土中及び底面に溶岩礫が散在している。出土遺物なし。

2号土埴 (第33図 )

A-29,30グ リッドに位置する。第Ш層上面より,東壁は 3号土拡を,西壁は 1号土拡をそれ

ぞれ切 り構築されている。南壁は調査地区外であるため,全容は不明であるが,形状は不整円形

を呈している。規模は長軸190× 短軸130+α C紀,深さは確認面よリー4002を測る。覆土は茶褐色

上でゥ覆土中及び底面に溶岩礫が散在している。出土遺/1Bな し。

3号土絋 (第33図 )

A-29,30グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されている。南壁は 2号土拡によって切

られているため,全容は不明であるが,形状は不整形を呈し,底面は平坦であり,壁は垂直に立

ち上がる。規模は長軸190× 短軸130+α  θπ,深さは確認面よリー30θ紡を測る。覆土は茶 褐 色土

で,覆土中及び底面に溶岩礫が散在している。出土遺物なし。
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D-26

3号溝状遺構

2号濤状選 llll

4号溝状遺構

1号土娯

2号土媛

第33図  1～ 3号土拡, 1～ 4号溝状遺構平面図

4号土拡 (第34図 )

B-22,C-22グ リッドに位置する。第Ⅳ層上面より構築されている。東壁は 5号土拡によっ

て切られているため,全容は不引であるが,形状は不整方形を呈し,底面は平坦であ り,壁はゆ

るやかに立ち上がる。規模は長軸150× 短軸114+α θ防夕深さは確認面よリー15印を測る。覆土は

黒褐色土で,底面に溶岩礫が若千散在している。出土遺物なし。

5号土拡 (第34図 )

B-22・ 23,C-22,23グ リッドに位置する。第Ⅳ層上面より,西壁は 4号土拡を切 り構築さ

れている。形状は不整円形を呈し,底面は平坦であ り,壁はゆるやかに立ち上がる。規模は長軸

100× 短軸90θ%,深 さは確認面よリー20C舵を測る。 覆土は黒褐色上で, 底面に溶岩礫が若千散在

している。出土遺物なし。
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第34図  4・ 5号上猛  5～ 8。 ■号溝状遺構平面図

6号上拡 (第35図 )

B-18,C-18グ リッドに位置する。第Ⅳ層上面より構築されている。形状は円形を呈し,底

面は平坦であ り,壁はゆるやかに立ち上がる。規模は長軸115× 短軸1500能,深さは確 認 面 よ り

-15C能 を測る。覆土は黒褐色土。出土遺物なし。

7号土拡 (第36図 )

C-7・ 8グ リッドに位置する。第Ⅳ層上面 より構築されている。北壁は調査区域外のため,

全容は不明であるがラ形状は不整形を呈し,底面は平坦であ り,壁はゆるやかに立ち上がる。規

模は長軸160× 短軸140+α C2,深さは確認面 よリー14C紹 を測る。覆土は黒褐色土。出土遺物なし。

8号土拡 (第36図 )

A-5グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築されている。形状は円形を呈し,底面は平坦

であ り,壁はゆるやかに立ち上がる。規模は長軸82× 短軸80θ筋,深さは確認面 よ リー3002を 測

る。覆土は黒褐色上で,底面に溶岩礫が散在している。出土遺物なし。

D-25

［
”
∞
．

6号溝状造

5号濤状遺構



12j 溝状遺構

1号溝状遺構 (第33図 )

A-27・ 28グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築さ

れてお り,主軸は東西方向である。規模は,東側が 3号溝

状遺構によって切られているため,全容は不切であるが,

長さ490× 幅60C筋 , 深さは確認面よリー25C能を測る。 覆土

は茶褐色土。出土遺物なし。

2号溝状遺構 (第33図 )

A-26・ 27グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築さ

れ, 3号溝状遺構を切 ってお り,主軸東西方向である。規

模は長さ380× 幅700胞, 深さは確認面よリー25Cηを測る。

覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

3号溝状遺構 (第33図 )

A-26,C-27グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より, 1号溝状遺構を切って構築 され て お

りぅ主軸は南北方向である。規模は,南側が 2号溝状遺構によって切られ,更に調査区域外であ

るため,全容は不粥であるが,長さ454+α x幅6002, 深さは確認面よリー40C能を測る。覆土は

茶褐色土。出土遺物なし。

4号溝状遺構 (第33図 )

B-25,C-25グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築され,主軸は南北方向である。規模

は,長 さ200× 幅80C″,深さは確認面よリー300πを測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

8号土城◇  魯

8号土塊 10号溝状遺構平面図
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5号溝状遺構 (第34図 )

A-27・ 28グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築され,主軸は東西方向である。規模は,

南側が 3号溝状遺構によって切 られ,更に調査区域外であるため,全容は不粥で あ るが, 長さ
344+α ×幅700%,深 さは確認面よリー35C2を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

6号溝状遺構 (第34図 )

A-26,B-25・ 26グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築され,主軸は南北方向である。

規模は,長 さ290× 幅70θ紡,深 さは確認面よリー35θ%を測る。底面に溶岩礫が若千散在している。

覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

7号溝状遣構 (第34図 )

A-24,B-24グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築され,主軸は南北方向である。規模

は,長 さ396× 幅800紹 ,深 さは確認面よリー4002を測る。南端の壁は階段状になっている。 覆土

は茶褐色土。出土遺物なし。

8号溝状遺構 (第34図 )

A-23,B-23グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築され,主軸は南北方向である。規模

は,北 帆Iが 11号浩状遺構によって切られ,南側が調査区域外であるため,全容は不切であるが ,

長さ290+α ×幅60C紀,深さは確認面よリー 50ηを測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

9号溝状遺構 (第37図 )

D-13・ 14グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築され,主軸は東西方向である。規模は,

西側が調査区域外であるため,全容は不粥であるが,長 さ215+α ×幅80C2, 深さは確認面 より

-2002を 測る。壁はゆるやかに立ち上がっている。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

10号溝状遺構 (第36図 )

A-6,B-7グ リッドに位置する。第Ш層上面 より構築され,主軸は南北方向である。規模

は,長 さ250× 幅60∽,深 さは確認面よリー280ηを測る。底面に溶岩礫が若干散在している。 覆

土は茶褐色土。出土遺物なし。

11号溝状遺構 (第34図 )

A-22・ 23グ リッドに位置する。第Ⅲ層

上面 より, 8号溝状遺構を切って構築され

てお り,主軸は東西方向である。規模は ,

長さ150× 幅50θ紀, 深さは確認面 よリー15

C紀を測る。覆土は茶褐色土。出土 遺 物 な

し。

3 出土遺物

縄文土器

1は棒状施文具による沈線文が施されて

いる。胎土には白色粒子を含有し,緻密さ

を欠く。焼成は良好。色調は茶褐色を呈す

る。
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土師器

2は甕形土器の胴部破片で,刷毛目が外面は縦位,内面は横位に施されている。胎土は精選さ

れておらず不純物を含むが,焼成は良好である。色調は赤褐色を呈する。

第 3節 第 3地点の概要と成果

1概  要

第 3地点は,第 1地点の西側に位置する。本地点の層序は,基本的に 5層に区分される。

第 I層 (表土)

第Ⅱ層 (耕作土)第 Ⅱ層は更にⅡa層,Ⅱ b層,IC層 に細分される。Ⅱa層は耕作土であ

る。Ⅱb層は水田耕作時におけるマサ (鋤 き床)の面である。ⅡC層は茶褐色上で, 粘 性 が強

く,赤褐色粒子を含有する。

第Ⅲ層 (黒褐色土)第 Ⅲ層は部分的に,標準土層第Ⅲ層よりやや明るい色調で黄褐色粒子を

より多く含有する部分を持つ,こ れをⅢ′
層とする。

第Ⅳ層 (黄褐色土)第 Ⅳ層は更にⅣ a層,Ⅳ b層 に細分される。Ⅳ a層は責褐色粒子を多量

に合有し,部分的に粘性の非常に強いブロックを有する。Ⅳ b層は 3～ 5 ηπ大の赤褐色, 黄褐

色,灰色スコリアを含有し,部分的にスコリアブロックを有する。

第V層 (暗褐色土)標 準土層に準ずる。

本地点から検出された遺構は,平安時代の上拡 1基,中世以降と思われ る溝状遺構33基 で あ

る。出土遺物は,出土量が貧弱であり,包含層より縄文土器・須恵器が少量得られた。

2遺 構

(1)上 姑

1号土拡 (第41図 )

A・ B-8グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,形状は不整方形を塁し,壁
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4号滞状

↑
2号ぉ萌

3号溝状遺

9           1m
第40図  1～ 5号溝状遺構平面図

は垂直に立ち上がる。規模は長軸140× 短軸90θ筋, 深さは確認面よリー25C筋を測る。覆土は茶褐

色上。出土遺物なし。

¢)溝状遺構

1号溝状遺構 (第40図 )

A-1・ 2グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されており,主軸は東西方向である。規

模は東側が調査区域外のため全容は不明であるが, 長さ440+α ×幅60θ筋, 深さは確 認面 よ り

-40θ初を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

争

ё

5号濤状遺構
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第41図  6～ 10号溝状遺構, 1号土ナ広平面図

2号溝状遺構 (第40図 )

A-2グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されており,主軸は南北方向である。規模は

南側が調査区域外のため全容は不粥であるが, 長さ220+α ×幅60θπ, 深さは確認面よリー350胞

を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

3号溝状遺構 (第40図 )

A-3グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されており,主軸は南北方向である。規模は

南側が調査区域外のため全容は不明であるが, 長さ120+α ×幅550″ , 深さは確認面よリー35C紀

を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

4号溝状遺構 (第40図 )

B-1・ 2グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されており,主軸は東西方向である。規

模は東側が調査区域外のため全容は不明であるが,長さ370+α ×幅10002,深 さは確 認 面 よ り

9号溝状避
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-30C2を測る。壁はなだらかに立ち上が り,底面は平坦である。覆土は茶褐色土。底面付近 より

縄文土器片 1点 (前期諸磯 b式)が出上した。

5号溝状遺構 (第40図 )

B-4～ 6,C-5・ 6グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は東西方

向である。規模は,長さ450× 幅1200筋,深 さは確認面よリー100紡 を測る。壁はなだらかに立ち上

が り,溝中央部に50× 3002,深 さ底面よリー200筋 のピットと90× 70θ%,深 さ底面 より…200πのピ

ットを連接して有する。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

6号溝状遺構 (第41図 )

B-8,C-8グ リッドに位置する。第Ш層上面より構築されてお り,主軸は南北 方 向 で あ

る。規模は,長 さ250× 幅70θ2, 深さは確認面 よリー40θηを測 り, 7号溝状遺構の中央部を切 り

構築される。壁はゆるやかに立ち上が り,底面は平坦である。覆土は茶褐色土で,底面付近に溶

岩礫が散在している。出土遺物なし。

7号溝状遺構 (第41図 )

B-8。 9グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築されてお り,主軸は東西方向である。規

模は長さ320× 幅90θ筋,深さは確認面よリー60θπを測 り, 6号溝状遺構に中央部を切られる。 壁

は垂直に立ち上が り,底面は平坦である。覆土は茶褐色土出土。遺/1Bな し。

8号溝状遺構 (第41図 )

A-8,9グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築されてお り,主軸は東西方向である。規

模は長さ290× 幅7002, 深さは確認面よリー30θ%を測 り9 9号溝状遺構を切 り構築される。壁は

なだらかに立ち上が り,底面は平坦である。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

9号溝状遺構 (第41図 )

A-9・ B-9グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築されてお り, 主軸は南北方向 で あ

る。規模は南側が調査区域外のため全容は不切であるが, 長さ300+α ×幅90θ筋ぅ 深さは確認面

よリー40θ紹を測 り, 8号溝状遺構に切られる。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

10号溝状遺構 (第41図 )

C-9グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築されてお り,主軸は東西方向である。規模は

長さ90+α ×幅50C筋 ,深 さは確認面よリー10θ″を測 り,東側を 6号溝状遺構に切られる。壁はゆ

るやかに立ち上が り,底面は凹凸がある。覆土は茶褐色土で,底面に火山礫が散在する。出土遺

物なし。

11号溝状遺構 (第42図 )

B・ C-10グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は南北方向である。規

模は北側が調査区域外のため全容は不明であるが, 長さ320+α ×幅700紹, 深さは確認面よリー

60θ寛を測 り,12号溝状遺構の東側を切 り構築される。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

12号溝状遺構 (第42図 )

C-11グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築されてお り,主軸は東西方向である。規模は

西側が調査区域外のため全容は不明であるが, 長さ175+α ×幅70θ筋, 深さは確認面よリー40θ解

を測 り,11・ 13号溝状遺構に東側を切られる。壁はほば垂直に立ち上が り,底面は平坦であると

覆土は茶褐色土。出土遺物なし。
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13号溝状遺構 (第42図 )

(13号―A)A・ B-11グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は南北方向

である。規模は長さ370× 幅50θ紀,深 さは確認面よリー20C密 を測る。 ■号, 12号,13号―B,14

号溝状遺構を切 り構築される。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

(13号― B)B・ C―■グリッドに位置する。第Ш層上面より構築されてお り,主軸は南】ヒ方向

である。規模は長さ140+α ×幅55C筋 ,深 さは確認面よリー25C%を測る。 13号―A, 11号 溝状遺

構に切られてお り,12号溝状遺構を切 り構築される。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

14号溝状遺構 (第42図 )

A-11グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は東西方向である。規模は

東西を13・ 15号溝状遺構に切られるため,全容は不明であるが,長 さ45+α ×幅50C筋 ,深さは確

認面よリー20θ筋を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

15号清状遺構 (第42図 )

A-11グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は南北方向である。規模は

長さ200× 幅70θ紹,深さは確認面よリー25θ宛を測 り, 14号 滞状遺構の東側を切 り構築される。 覆

土は茶褐色土。出土遺物なし。

16号溝状遺構 (第42図 )

C-12・ 13グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築されてお り,主軸は東西方向である。規

模は長さ200× 幅60C筋 ,深さは確認面よリー25θ紀を測る。 壁はゆるやかに立ち上が り, 底面は平

坦である。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

17号溝状遺構 (第42図 )

C-13グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築されてお り,主軸は南北方向である。規模は

北側が調査区域外のため全容は不明であるが, 長さ150+α ×幅40C筋, 深さは確認面よリー300紀

を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

18号溝状遺構 (第42図 )

C-14グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は南北方向である。規模は

北側が調査区域外のため全容は不粥であるが, 長さ150+α ×幅40C協, 深さは確認面 よリー30C紡

を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

19号溝状遺構 (第42図 )

C-15グ リッドに位置する。第Ш層上面 より構築されてお り,主軸は南北方向である。規模は

北側が調査区域外のため全容は不明であるが, 長さ110+α ×幅600舵, 深さは確認面 よリー30θ紡

を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

20号溝状遺構 (第43図 )

B-33・ 34,C-33・ 34グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は南北方

向である。規模は北側が調査区域外のため全容は不切であるが, 長さ300+α X幅70C2, 深さは

確認面よリー35θ″を測る。壁は垂直に立ち上が り,X面は凹凸がある。覆土は茶褐色土。出土遺

物なし。

21号溝状遺構 (第43図 )

A-34,35グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築されてお り,主軸は束西方向である。規
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模は長さ220× 幅70じ2,深 さは確認面よリー50θ宛を測る。 壁はほば垂直に立ち上が り, 底面は平

坦である。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

22号溝状遺構 (第43図 )

A-35,36グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は東西方向である。規

模は西側を23号溝状遺構に切られるため全容は不明であるが, 長さ140+α ×幅6002, 深さは確

認面よリー35Cη を測る。壁は垂直に立ち上が り,底面には 4つの礫がまとまって存在している。

覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

23号溝状遺構 (第43図 )

A-36・ 37グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお りぅ主軸は東西方向である。規

模は長さ240× 幅80∽, 深さは確認面よリー60θ能を測 りぅ 22・ 24号溝状遺構を切 り構築される。

壁はゆるやかに立ち上が り,底面は平坦である。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

24号溝状遺構 (第43図 )

A・ B-37グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は南北方向である。規

模は南側が調査区域外のため全容は不明であるが,長さ280+α ×幅100θZ,深 さは確 認 面 よ り

-450筋 を測る。側面を23号溝状遺構に切られる。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

25号溝状遺構 (第43図 )

B-36・ 37グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は東西方向である。規

模は長さ130× 幅60θ″,深さは確認面よリー10θ能を測る。壁はゆるやかに立ち上が り, 底面は平

坦である。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

26号溝状遺構 (第43図 )

A・ B-37グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されて消 り,主軸は南北方向である。規

模は南側が調査区域外並びに北端を29号溝状遺構に切 られているため全容は不明であるが,長さ

320× 幅50θπ,深さは確認面よリー25C胞を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

27号溝状遺構 (第43図 )

A・ B-28グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面 より構築されてお り,主軸は南北方向である。規

模は南側が調査区域外並びに北端を29号滞状遺構に切られるため全容は不明であるが, 長さ280

+α ×幅60Cπ,深さは確認面よリー400紀 を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

28号溝状遺構 (第43図 )

A-38・ 39,B-38,39グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は南北方

向である。規模は南側が調査区域外並びにゴヒ側を30号溝状遺構に切られるため全容は不明である

が,長さ380+α ×幅50θ筋, 深さは確認面よリー18θ紀を測 り, 32号 溝状遺構の東側を切 り構築さ

れる。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

29号清状遺構 (第43図 )

B-30。 31,C-31グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は束西方向で

ある。規模は長さ370× 幅70Cη,深さは確認面よリー50θπを測 り,26,27, 30, 31号溝状遺構を

切 り構築される。壁はゆるやかに立ち上が り,底面は平坦である。覆土は茶褐色土。出土遺物な

し。
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30号溝状遺構 (第43図 )

B-38～40,C-40グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されており,主軸は束西方向で

ある。規模は北側を26,29号溝状遺構に切られるため全容は不粥であるが, 長さ380+α ×幅60

C妨,深さは確認面よリー50θ筋を測る。28,31,32号溝状遺構を切 り構築される。壁はゆるやかに

立ち上が り,底面は平坦である。覆土は茶褐色土。出土遺77Jな し。

31号溝状遺構 (第43図 )

A-40,B-39,40グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されてお り,主軸は南北方向で

ある。規模は北側を29,30号溝状遺構に切られるため全容は不切であるが, 長さ240+α ×幅70

C筋,深さは確認面よリー25C″を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

32号溝状遺構 (第43図 )

B-39・ 40グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されており,主軸は東西方向である。規

模は28,30号溝状遺構に切られるため全容は不切であるが,長 さ90+α ×幅30+α C物,深さは確

認面よリー15C%を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

33号溝状遺構 (第43図 )

A-39,40グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されており,主軸は東西方向である。規

模は東側が調査区域外のため全容は不明であるが,長さ180+α ×幅5002, 深さは確認面 よリー

140π を測る。覆土は茶掲色土。出土遺物なし。

3 出土遺物

縄文土器

1は RLの縄文を地文として,粘土組を貼付し,管状工具でキザミロを施している。胎土は白

色粒子を含有し,焼成は良好である。色調は外面は黒色,内面は茶褐色を呈する。 4号溝状遺構

底面付近より出土した。前期諸磯 b式に比定される。 2は くびれ部の破片で,内外面とも管状工

具による磨きが施されている。

須恵器

3は養形の胴部破片で,外面には平行叩き目が施されている。胎土は精選されており,焼成は

良好である。色調は暗灰褐色を呈する。

Cl

第44図 山梨原遺跡第 3地点出土遺物
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第 4節 第 4地点の概要と成果

1概 要

第 4地点は,第 3地点の西側にあ り,調査区の最も西端

に位置する。

本地点の層序は,基本的に 8層 に区分される。

第 I層 (表土)

第二層 (耕作土)第 二層はⅡa,Ⅱ b,Ⅱ C層 に細分

される。Ⅱa層 は耕作土である。Ⅱb層 は水田耕作時にお

けるマサ (鋤 き床)の面である。ⅡC層 は茶褐色土で,粘

性が強 く,赤褐色粒子を含有する。

第Ⅲ層 (黒褐色土)標 準土層に準ずる。

第Ⅳ層 (黄褐色土)第 Ⅳ層はⅣ a,Ⅳ b層 に細 分 さ

れる。Ⅳ a層 は黄褐色粒子を多量に含有する。Ⅳ b層 は 3

～ 5%Z大の赤褐色,黄褐色,灰色スコリアを含有する。

第V層 (暗褐色土)部 分的に黄味を帯びた 箇 所 が あ

り,粘性が低 く,灰色スコリアを含有する。

第Ⅵ層 (茶褐色土)砂 礫を含有する。

本地点から検出された遺構は,平安時代の土拡 4基,中

世以降の溝状遺構 4基である。出土遺物は,包含層及び撹

乱 より縄文土器・土師器・陶磁器・砥石などが 得 られ た

が,いずれも細片で出土量も貧弱であった。遺構からは,

カフラケ底部破片が 2号溝状遺構覆土中より出上した。

2遣 構

(1)土 拡

1号土拡 (第46図 )

B-19グ リッドに位置する。第Ⅳ層上面を精査中確認し

たもので,形状は円形を呈し,底面は凹凸があ り,壁はゆ

るやかに立ち_とがる。規模は長軸130× 短軸■5Cη,深さは

確認面 よリー54C能 を測る。覆土は黒褐色上で,覆土中より

余大の溶岩礫が,散在する状況で約40個出土した。出土遺

物なし。

2号土絋 (第46図 )

C-19グ リッドに位置する。第Ⅳ層上面 より構築されて

お り,形状は不整円形を呈し,壁はゆるやかに立 ち上 が

る。 規模は長軸105× 短軸850確, 深さは確認面よリー40θ紹

第45図 山梨原遺跡第 4地点全体図
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を測る。覆土は黒褐色土。出土遺物なし。

3号土拡 (第46図 )

A-5グ リッドに位置する。第Ⅳ層上面より構築されておりぅ形状は楕円形を呈し,底両は舟

底状で,壁はゆるやかに立ち上がる。規模は長軸125× 短軸900紀,深さは確認面よリー15θ能を測

る。覆土は黒褐色土。底面付近より縄文土器片 1点 (時期不明)が出土した。

4号土拡 (第46図 )

B-3・ 4グ リッドに位置する。第Ⅳ層上面より構築されており,形状は南・北部が張 り出し

た不整形を呈し,底面は中央部が段をもって落ち込み,最深部へ移行している。規模は長軸 270

×短軸150θ筋,深さは確認面よリー50θηを測る。覆土は黒褐色土。出土遺物なし。

121 溝状遺構

1号溝状遺構 (第47図 )

B-14,C-15グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されており,主軸は東西方 向 で あ

る。規模は長さ250× 幅70θ%, 深さは確認面よリー70θ筋を測る。覆土は茶褐色土。床面に礫が存

在している。出土遺物なし。

2号溝状遺構 (第47図 )

A・ B-15グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されており,主軸は南北方向である。規

模は南側が調査区域外のため全容は不明であるが, 長さ136+α ×幅55θη,深さは確認面よリー

24C紹を測る。覆土は茶褐色土。覆土中よリカフラケの底部破片が出土した。 (第48図 )

3号溝状遺構 (第47図 )

A-14,B-13グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されており, 主軸は南北方 向 で あ

る。規模は南側が調査区域外のため全容は不明であるが, 長さ324+α ×幅60θ″, 深さは確認面

よリー65θπを測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

4号溝状遺構 (第47図 )

A-12グ リッドに位置する。第Ⅲ層上面より構築されて為り,主軸は南北方向である。規模は

南側が調査区域外のため全容は不粥であるが,長さ110+α ×幅60θη, 深さは確認面よリー18θ″

を測る。覆土は茶褐色土。出土遺物なし。

3 出土遺物

第 4地点から出土した遺物は,上器類―縄文土器・土師器・須恵器・陶磁 器・カフラケ, 貨

幣,砥石などで,時期的には縄文時代・平安時代・中世・近世及びそれ以降のものである。

縄文土器

1は胴部破片で,棒状施文具による沈線が横位に施される。胎土に白色粒子を含有し,焼成は

良好。色調は責褐色を呈する。後期堀ノ内 1式に比定される。

須恵器

2・ 3と も器面に叩き目を施している甕形と思われる胴部破片である。 2は外面に平行叩き目

痕,胎土は白色粒子を含有し,焼成は良好。 3は 2に比べ薄手な作 りで,外面に平行叩き目痕,

内面は同心円叩き目を施したのち,ナ デられている。胎土に白色粒子を合有し,緻密である。焼

成は良好。色調は外面は黒紫色,内面は黒灰色を呈する。
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土師器

4は甕形土器の底部破片である。外面に縦位に刷毛日調整が施され,底部には木葉圧痕が認め

られる。胎土に白色粒子を含有し,精選されておらず緻密さを欠く。焼成は良好。色調は茶褐色

を呈する。 5は外形土器の底部破片である。箆ナデが施されている。胎土は精選されており,緻

密である。焼成は良好。色調は黄褐色を呈する。

陶磁器

茶碗 (6・ 16)

6は口縁部破片で,白濁した灰緑色の灰釉がが均―にかけられている。器面にはゆるやかな稜

を残しており,一部に焼成の際に生じた不純物が付着している。16は高台部破片で,底部内面に

はべっ甲色の鉄釉がかけられており,高台は削 りにより作 り出されている。 6・ 16は瀬戸・美濃

の製品である。

鉢  (7・ 8)

7は コネ鉢の口縁部破片で,一様に横ナデが施されてお り,日唇断面は凹状を呈する。胎上に

白色粒子を含有し,焼成は良好。色調は暗黄褐色を呈する。 8はスリ鉢の日縁部付近の破片で,

内面に条線が施されている。胎土は綱砂粒を含有し,吸水性がある。焼成は良好。色調は黒紫色

を呈している。 7は常滑, 8は瀬戸・美濃の製品である。

甕 (9～ 15)

いずれの破片も常滑系陶器として一括されるもので,緒褐色を基調とし,焼成は概して良好で

ある。

徳利 (17)

底部破片で,黄味がかかった緑灰色の釉がかかっている。内面には稜を引瞭に残してお り,胎

土は精選され,焼成は良好である。江戸時代末期～明治時代の製品である。

カワラケ

18は 2号溝状遺構の覆土中より出上したもので,左回転の糸切 り痕を明瞭に残す底部破片であ

る。胎土は精選されてお り,焼成は良好である。

砥石

19は薄い偏平状のもので,側面を砥面としている。硬質の泥岩製品である。

貨幣

20は,北宋銭で初鋳が11■年の「政和通宝」である。 1号土拡のプラン検出作業中出土したも

のでぅ土拡に伴 う可能性もある。
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第 V章  ま と め

第 1節 概 要

今回の本遺跡の調査は,調査対象範囲が限定されていたために,遺跡の全貌を明らかにするに

は至らなかったが,ち ょうど調査地区が遺跡に東西方向のトレンチを入れたようなかっこうにな

り,大明見溶岩上及び,その末端における遺跡の概要の一端を知 り得るに至った。

大明見溶岩は,富士山より発し,都留市十日市場小篠神社付近にまで達するもので,今回の調

査では,第 2～ 4地区が, この溶岩上に位置する。この溶岩の流出時期はまだ不粥であり,ま た

この溶岩上の発掘調査も,今回が初めてである。

第 2～ 4地区からは,平安時代の土拡 9基,中世以降と思われる溝状遺構44基が検出された。

これらの遺構の性格については,ま だまだ類例を待って検討しなければならないが, この溶岩上

の土地利用は,平安時代になって初めて着手され,中世以降本格化したことが判粥した。

大明見溶岩末端に位置する第 1地区では,縄文時代の遺構として,住居址 4軒,土拡 9基,集

石 1基,礫群,小穴址等が検出され,出土遺物としては,縄文時代早期から同時代後期の上器・

石器が認められた。この第 1地区の北側 300%に はぅ豊富な湧水地があり,こ の湧水地を中心と

した遺跡の占地が考えられる。

第 2節 縄文時代の遺構

1 住居址

第 1地点において, 4軒の住居llL(第 1～ 4号住居址)が検出された。これらの内ぅ第 1・ 3

号住居址は,北側半分が調査対象地区外にあったため全容を切らかにすることはできなか った

が,第 1・ 2・ 4号崖居址は円形プラン,第 3号住居址は隅丸方形プランを呈するもので あ っ

た。各住居址の時期は,第 2・ 4号住居址が諸磯 b式期,第 3号住居址が藤内 1式期,第 1号住

居址が堀ノ内 1式期,にそれぞれ属する。

2土 拡

第 1地点において, 8基の上拡が検出された。これらの内,第 2～ 8号土拡は円形プラン,第
1号土拡は長楕円プランを呈し,断面形は,第 2～ 4・ 6,7号土拡が “タライ状", 第 5号土

拡が “ロート状",第 8号土拡が不整形を,それぞれ呈していた。 これらの構築時期は, 第 1・

2・ 4～ 6号土拡が縄文時代前期諸磯 b式期に,第 7号土拡が縄文時代早期に,捨れぞれ求めら

れる。次に,その機能・性格についてであるが,明確に実証し得る資料は残念ながら得るに至ら

なかったが,第 1・ 2・ 4～ 6号土拡の確認面,第Ⅵ層上面では溶岩礫群が広がっており,礫群

と土拡との関係が注目される。特に,第 5号土拡においては覆土上部に 5～ 15θ筋大の溶岩礫が密

集した集石を伴っていた。また,第 2号土拡では打製石斧・磨石などの石器,第 4号土拡では砥
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石状の石が,それぞれ収蔵または,設置されているかのような状態で認められた。これらも, こ

の遺構の性格を考える上で,注目に値しよう。第 8号土拡は,人為的に構築されたものではなく

“風倒木痕
″

と思われ,縄文時代早期における植生を考える上で興味深いものである。

第 3節 歴史時代の遺構

1土 拡

第 2～ 4地区において,13基 の土砿が検出された。これらの土拡は,覆土が黒褐色土のもの,

茶褐色土のもの, と2群に類別される。この内,前者は当地域において,平安期の遺構の覆土と

なっているもので,間接的ながら,土拡構築時期を考える上で参考となり得るものである。

この平安期の土拡は,円形または隅九方形状のプランを呈するもので,底面は平坦なものが多

く,ま た,その配置は規則的なものは認められない。したがって,こ れらの上拡が建物址に関係

する可能性は少く,その性格については不現である。このような土拡の類例は,市内において,

小形山官脇遺跡(註 1),同堀之内原遺跡(註 2),厚原牛石遺跡で発見されている。特に,官脇遺

跡においては,本遺跡と同様に台地の先端部に立地し,調査によって土拡が28基検出された。

この宮脇遺跡の上拡も規則的な配列は認められず,建物址とは考えにくいものであり,沢をは

さんですぐ北側に,奈良 。平安時代の集落址堀之内原遺跡が存在することから,耕作地等の生産

の場としての所見を述べたことがある。本遺跡で検出された土拡群についても,消極的ながら同

様な性格付けを考えたいと思 う。

後者の茶褐色土を覆土に持つ土拡は,溝状遺構と同様,中世以降の所産と考えられる。形状は

平安期のものに比べて不整形のものが多く,規模が大きくなる。第 4地点第 1号土拡覆土上面か

ら,北宋銭が 1枚出とし,注目される。これが, この上拡に伴うとすると,六道銭であった可能

性が生じ,平安期の上拡との性格の変化が想起される。いずれにしても,類例を待ちたい。

2 溝状遺構

第 1～ 4地区において,45基 の溝状遺構が検出された。これは,幅40～900紀程,長 さ2～ 4ミ

程のもので,主軸方向は南北方向,東西方向の直交する両者が認められる。出土遺物は,ほ とん

ど認められなかったが,第 4地区第 2号溝状遺構覆土中より,カ フラケの底部破片が出土し, こ

の溝状遺構構築時期を知る手掛 りを得た。この溝状遺構の性格を積極的に物語る資料は,今回の

調査では得ることができなかったが,土拡と同様,建物址とは考えにくいものであり,ま た,各

溝はそれぞれが連結せず,別個に存在しているため,水路址,境界址等とも考えられない。

今後の類例を待ちたい。

註 1 中谷・宮脇遺跡発掘調査報告書 1981  都留市教育委員会

註 2 堀之内原選跡発掘調査報告書  1980     ″
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8号土拡 (東から)
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調査区西側の溝状遺構群 (東南より)

5～ 7号溝状遺構 (南 より)

出土遺物 (左 ・縄文土器,右 。上師器 )
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調査風景

I～ 4号溝状遺構 (西 より)
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1号土拡・ 6～ 10号溝状遺構 (南 より)

26～ 33号 溝状遺構 (東 より)

出土遺物
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調査風景

1号上拡 (南 より)
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2号土拡 (西 より)

溝状遺構全景 (西 より)
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出土遺物 (縄文上器・土師器・須恵器 )

出土遺物 (陶器 )
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出上遺物 (陶器・磁器・カワラケ・砥石・貨幣 )
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